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主に学部学生を対象とした学習支援プログラムの 1 つとして、2013 年度後期か




献検索 ( 支援 )」によって構成されている。こうした支援事業は、一部の大学図
書館では、年間を通して行われているところもあるが、沖縄国際大学図書館では、
レポート作成時期に合わせて、前期は 7 月中旬から 8 月上旬、後期は 1 月中旬か
ら 2 月上旬というスケジュールで実施されている。図 1 は 2016 年度のスケジュー
ル (ポスター告知段階でのスケジュール )である。
　筆者が司書課程専任教員として主に関わりを持たせてもらっているコースは、
「文献検索 (支援 )」であり、具体的には、①支援者の推薦 (司書課程受講中の 4
年生から 2 名を推薦ⅰ)、②支援者への事前のレクチャー ( 支援者用マニュアル
－ 108－








いては、開始後 1 年間の取り組み ( 導入経緯と初年度の効果 ) を、『沖縄県図書
館協会誌』第 18 号にⅱ、そして、その 2 年後の取り組み ( 到達点と課題 ) を同









　右図に示した通り、2016 年度のレポートライティングサポート ( 文献検索支
援 )は、7 月中旬から 8 月上旬、1 月中旬から 2 月上旬にかけて実施されている。




国際大学では 5 時間目の授業が 17 時 50 分までであることから、前年度までの利






7 月 21 日(水曜日)からスター
トし、8 月 3 日 (水曜日 )まで、
合計 7 回実施し、最大 4 名を 1
～ 2 名の支援者で対応する、と
いう形をとっている。受講者数




　後期の支援は、1 月 17 日 (火
曜日 )からスタートし、2 月 10
日 ( 金曜日 ) まで、全 14 回実







は当初予定していた回数 (9 回 )よりも少ない実施回数 (7 回 )であり、後期は予
定していた回数 (12 回 )よりも多い回数 (14 回 )となっている。この事業は、年
間予算 ( サポート事業全体で人件費 40 万円 ) 内で実施されているため、希望者
数に合わせて、前期分を後期分にまわして対応している。
　本学の全学部学生 ( 約 5,500 名 ) に占める割合は依然として小さいものの、支




(ガラス張りの小部屋、3 テーブル 12 名収容可能 )の一室とし、図書館内で借り
【2016年度(前期)開講スケジュール】
日程 時間 コース 定員 申込締切
7月19日（火） 17：00～19：00 文献検索 4名 7/14（木）
7月20日（水） 18：00～20：00 レポート作成指導 4名 7/15（金）
7月21日（木） 17：00～19：00 文献検索 4名 7/16（土）











8月1日（月） 17：00～19：00 文献検索 4名 7/27（水）
8月2日（火） 18：00～20：00 レポート作成指導 4名 7/28（木）
8月3日（水） 17：00～19：00 文献検索 4名 7/29（金）
8月4日（木） 18：00～20：00 レポート作成指導 4名 7/30（土）
【2016年度(後期)開講スケジュール】
日程 時間 コース 定員 申込締切
1月17日（火） 18：00～20：00 文献検索 4名 1/13（金）
17：00～19：00 文献検索 4名 1/13（金）
18：00～20：00 レポート作成指導 4名 1/13（金）
1月19日（木） 17：00～19：00 レポート作成指導 4名 1/16（月）














































































　なお、2016 年度の支援者 2 名はいずれも図書館情報学ゼミに所属し、卒業論
文も図書館をテーマとしているため、受講者のレポートのテーマが図書館情報学
に関わるものであった場合には、個人的な研究経験を活かして、各種データベー








した。調査期間は、前期については 2016 年 9 月 8 日(木曜日 )から 10 月 7 日(金
曜日 )までの約 1 ヶ月間、後期については 2 月 17 日(金曜日 )から 3 月 16 日(木














ム機能ⅷを用いて作成した ( 図 2)。また、スマートフォンでも簡単に回答できる
形式とした ( 図 2 下段右 )。前期は 23 名中 17 名が回答を寄せており、回答率は
73.9％、後期は 47 名中 33 名が回答を寄せ、回答率は 70.2％となった。
　なお、本支援プログラムに対する評価を把握するための方法としては、上記の
アンケートの他に、支援者 2 名に対する簡単なインタビュー (聞き取り調査 )も
実施している。調査は後期のサポートが全て終了した、2017 年 2 月 21 日 ( 火曜















用いて作成した(図 2)。また、スマートフォンでも簡単に回答できる形式とした(図 2 下段右)。





















































と回答し、前期については 15 名 (88.2%) が「司書課程受講生」であると回答、「司







































を高めたかったため」であり、全体の 31 名 (62.0％ )が選択している。この選択









生が 17 名中 8 名 (47.2％ ) と、母数に対してそれほど多いわけではないのに対
して、後期はこの項目を選択した受講生が最も高い値を示してしまっている (33
名中 21 名、63.6％ )。消極的な受講動機を単独で選択した受講生は、前期は 0 名、
後期は 2 名 (6.1％、いずれも 1 年生 )と、回答数そのものは少なく、大半は他の
8 
この結果を前期・後期に区分してみると、前期のグループでは、消極的な動機である「サポ
ートを利用することにより成績が加点されるため」を選択した受講生が 17 名中 8 名(47.2％)
と、母数に対してそれほど多いわけではないのに対して、後期はこの項目を選択した受講生が
最も高い値を示してしまっている(33 名中 21 名、63.6％)。消極的な受講動機を単独で選択し































































の相談の受付（進路相談など）」を選択した受講生が全体で 16 名 (32.0％ ) に達
していることから、先行事例で示されている通り、レポートライティングサポー
トを、学生にとって身近な存在が支援することによる効果は十分にあると考えら













































　近年、( 名称はいろいろであるが ) ライティングサポートが多くの大学図書館






























































































































少なく、前期では 17 名中 0 名、後期では 33 名中 2 名 (6.1％ )しか選択していな
い。ただし、「上記のどちらも当てはまる」というやや消極的な項目を選択した








は、後期は 1 年生が多く、前期は 2 年生
が多かった。1 年生よりも 2 年生の方が、
大学生活が長い分、多くの授業に接して



















この結果を学年別にみると、グラフ 6 に示したように、1 年生だけでなく、2 年生もほぼ同
じ比率が否定的・消極的な項目を選択していることも分かる。上述の通り、サポート受講生の






学年、またはサポートを PR する学年を 2 年生以上に想定するという方法も検討する必要があ
るだろう。
3.5. 文献検索サポートへの要望 
アンケート調査の Q4 と Q5 の回答を見る限り、受講者の大半はサポート内容を高く評価し
ており(満足度が高く)、日々の授業においても、レポート作成において多様な情報源を集める
必要性も感じている。しかしながら、筆者が受講生宛てにアンケートの依頼をするために図書


























　アンケート調査の Q4 と Q5 の回答を見る限り、受講者の大半はサポート内容
を高く評価しており ( 満足度が高く )、日々の授業においても、レポート作成に
おいて多様な情報源を集める必要性も感じている。しかしながら、筆者が受講生
宛てにアンケートの依頼をするために図書館から入手した名簿でも、また、支援









ファレンスサービス」への引継ぎ ( 司書への引継ぎ )」であり、前期・後期合計
して 24 名 (48.0％ ) がこの項目を選んでいる。この結果を前期・後期別に分け








引継ぎ(司書への引継ぎ) であり、前期・後期合計して 24 名(48.0％)がこの項目を選んでいる。
この結果を前期・後期別に分けると、前期の方が選択率がかなり高くなっている(前期 10 名・

















































































　「希望に応じた個別の時間設定 ( 夕方はアルバイトがあって避けてほしい等 )」
もまた「レファレンスサービス」への引継ぎ ( 司書への引継ぎ )」と並んで、24
名 (48.0％ ) が選択している。時期ごとに分けてみると、前期 7 名 (41.2％ )、後


































今回のサポートでは、4 人を 1 セットとして同時に受講させる態勢をとっている。
支援者は 1 セット 2 名配置されるため、支援者 1 名に対する受講生の人数は 2 名
となる。ただし、受講希望者が同じ時間帯に集中する場合には、6 人を 1 セット、
つまり 1 人の支援者に対して 3 名態勢になったこともあったようである。通常、
こうしたサポートは 1 対 1 で行った方が効果が高いと思われるが、アンケートの
Q6 において、「個別サポート（サポートは 1 対 1 にしてほしい・より丁寧に対応
してほしい）」を選択したのは合計 5 名 (10.0％ )、前期は 2 名 (11.76％ )、後期
は 3 名 (9.1%) となっており、受講生に強い不満があったようには思われない。





現在の沖縄国際大学でのサポート態勢では、1 人 1 人をきめ細やかに見てくれる
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ⅳ	NDC の知識をもとにした図書探索の指導法は、拙著「初年次大学生の文献検索行動に関する調査 (2012 年度～
2014 年度 ) : OPAC 検索におけるキーワード指定方法を手がかりとして」(『沖縄国際大学日本語日本文学研究』
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ⅴ	図書館内での利用者が所持するカメラでの撮影行為についての著作権法の解釈については、拙著「大学図書館
における著作権法の運用－学習支援・広報活動・展示活動に注目して」(『専門図書館』第 281 号 , pp.27-33, 
2017.1.25) で論じている。




2017 年 4 月 1 日となっている。
ⅷ	「Google フォーム」https://docs.google.com/forms/u/0/, 2017.6.6 アクセス
ⅸ	2015 年度受講者が 2016 年度前期に再受講することはあったが、2016 年度前期の受講生が 2016 年度後期に再受
講することはなかった。

